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会員の種別
①団体会員（法人・団体） ……………
②普通会員（個人）……………………
③女性部会員…………………………
④青年部会員…………………………

1口
1口
1口
1口

10,000円／年（但し、2口以上）
  5,000円／年
  2,000円／年
  5,000円／年

沖縄県防衛協会入会申込書

きりとり線

き
り
と
り
線

申し込み日　令和　　年　　月　　日

ご
連
絡
先
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
自
宅
・
勤
務
先

（ふりがな）
法人・団体名
役職名

（ふりがな）
代表者名

（ふりがな）
氏　　名

住　　所

住　　所

連 絡 先

会　　費

会　　費

ご紹介者

ご紹介者

連 絡 先

法人・団体

〒

〒

法人・団体：
1口　10,000円／年（2口以上）

（　　　　　　　）口
（　　　　　　　）円

（　　　　　　　）口
（　　　　　　　）円

電 話 ：（　　　）　　　＿　　　（携帯　　　　　　　）
FAX ：（　　　）　　　＿　　　　　　　　　　　　 円
Eメール：                            @

□自　宅
□勤務先

□普通会員

会費振込先：

（名義人　沖縄県防衛協会会長　國場　幸一）

琉球銀行本店（普）
沖縄銀行本店（普）
沖縄海邦銀行松尾支店（普）

774267
1342873
0595936

普 通 会 費：
女性部会費：
青年部会費：

1口
1口
1口

5,000円／年
2,000円／年
5,000円／年

□女性部会員 □青年部会員 （□へ　してください）

勤務先
　及び役職

印

印

電 話 ：（　　　）　　　＿
FAX ：（　　　）　　　＿
Eメール：                            @

沖縄県防衛協会の目的と事業
（１）目　的
　本会は、沖縄県民の自衛隊に対する理解を深め、防衛思想の普及・啓発、自衛
隊との親睦を図るなどして、沖縄の発展と県民福祉の増進に寄与することを目的
とする。

（２）事　業
①防衛思想の普及高揚に関すること
②自衛隊への体験入隊等相互交流活動を斡旋し推進すること
③自衛隊が行う民生協力、活動及び各種行事を斡旋し支援すること
④隊員の慰問及び激励に関すること
⑤友好団体との連携提携に関すること
⑥退職自衛官の再就職援護及び自衛官候補生等の募集に積極的に協力すること
⑦その他本会の目的達成に必要な事業

会員の特典
研修旅行・自衛隊体験入隊・自衛隊イベント（音楽会、体験搭乗、体験航海等）
及び講演会等協会主催行事へのご案内、その他各種の情報をお届けします。

ご入会のお願い
　沖縄県防衛協会は、陸・海・空自衛隊、沖縄地方協力本部及び沖縄防衛局等の支
援と防衛思想の普及・啓発を目的に、本土復帰を控えた1972年（昭和47年３月）、商工
会議所会頭であった國場幸太郎氏を初代会長として多くの沖縄県財界人が中心となり
創設されたもので、本年創設50周年の節目を迎えました。
　この間、ソ連の崩壊に伴い東西冷戦構造はいったん消滅したものの、民族・宗教・
貧困等に起因する紛争は後を絶たず、今般のロシア軍による隣国ウクライナへの軍事
侵攻が示す如く再三にわたる国連でのロシアに対する非難決議にもかかわらず事態が
収拾する気配がなく深刻な事態が憂慮されています。
　現下のわが国の安全保障環境も激変しつつあります。北朝鮮による核開発・ミサイ
ルの発射、中国による尖閣諸島周辺での領海・領空侵犯を繰り返しての非合法活動を
常態化させる等その脅威は現実的に差し迫ったものになっており、これに伴う南西諸
島地域の防衛は我が国にとり安全保障上の重要な課題であり、沖縄地域に展開する
自衛隊と同盟国米軍の存在は我が国防衛の基軸として大きな抑止力になっています。
　また2011年に発生した「東日本大震災」をはじめ一連の天災地変等の災害に際し、
自衛隊は身を挺して捜索・救援及び原子力発電所事故対応等にあたり、多くの人命を
救出するとともに被災地域の復興支援にあたる等、軍事的な安全保障のみならず国民
生活を守る上からも不可欠の存在になっております。
　沖縄県防衛協会と致しましては、こうした自衛隊及び米軍の皆様の士気を高めると
共に、自信と誇りを持って日々の活動に従事して頂きたいとの思いから、県民と自衛
隊・米軍の架け橋となって種々の協力支援活動を積極的に行っているところです。つき
ましては、本趣旨をご理解いただき、沖縄県防衛協会へのご入会をお願い申し上げる
次第であります。

沖縄県防衛協会会長 國場　幸一




